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“Kleinen Johannes”. von Frederik van Eeden」（1332段、『小約翰』第5章）のほか、図（2）
（3）の「Frederik van Eeden.	von Pol de Mont」）も掲載されている。魯迅の翻訳した「拂来
特力克・望・藹覃｣（荷蘭　波勒・兌・蒙徳　著）の底本は、『Das litterarische Echo』（『文
学の反響』）第1巻第21期（1899・8・1）掲載のものである可能性が高い。なお、この論
図（7） 図（8） 図（9） 図（10）
『小約翰』（魯迅訳、望・藹覃著）に関する覚え書（上）■
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文「Frederik van Eeden. von Pol de Mont」が『文学の反響』）第1巻第21期に掲載されてい
ることついて、「第13章　童話翻訳（二）：望・藹覃的『小約翰』詮釈」（王家平、『《魯
迅訳文全集》翻訳状況与文本研究』、社会科学文献出版社、2018・5）がすでに指摘して
いる。
	 　周作人は「関于魯迅　二」（『魯迅研究学術論著資料滙編』第2巻、中国文聯出版公司、
1986・8、原載半月刊『宇宙風』第30期、1936・12・1）で次のように言う。
	「その中に『Aus Fremden Zungen』という名（このようであったかどうかはっきりと覚えてい
ない）の雑誌があって、内容が最もよく、かつてオランダの作家エーデンを評論した文章が
あり、『小約翰』を翻訳する豫才〔魯迅の字〕の意思は実際ここに起因している。」（92頁）
	 ここで周作人が言及するエーデンを評論した文章は、未詳である。
6	 Paul Raché博士（パウル・ラシェ博士）の読み方について、山口庸子先生（名古屋大学大
学院人文科学研究科、准教授、ドイツ文学）にご教示をいただきました。ここに記して
感謝申し上げます。魯迅は、「保羅・賚赫」（「原序」）と表記しており、それは「ラッヘ」
に近い音であろうと思われる。「象徴主義と魯迅訳『小さなヨハネス』」（工藤貴正、『魯
迅と西洋近代文芸思潮論』〈汲古書院、2008・9・25〉）は、「パウル・ラッシェ」と表記
する。
7	 図（5）（6）は、http://e-learning.germanistik.fu-berlin.de/deutsch/erster_teil_eden_fles.pdfのサ
イトからダウンロードした、1892年版の「Der kleine Johannes」の表紙と中表紙のPDF版
である。このサイトには、第4章まで（表紙、中表紙、序と本文第1頁から第43頁まで、
計53枚）、掲載されている。
8	 魯迅の「日記十五（1926）」（『魯迅全集』第15巻、人民文学出版社、2005・11）の7月6
日の項に、「下午往中央公園，与斉寿山開始訳書。」とあり、また、8月13日の項に、「往
公園訳『小約翰』畢，寿山約往来今雨軒晩餐，」とある。
9	 魯迅の「日記十六（1927）」（『魯迅全集』第16巻、2005年版）の5月2日の項に、「開始
整理《小約翰》訳稿。」とあり、また、5月26日の項に、「下午整理《小約翰》本文訖。」
とある。
10	魯迅の「日記十六（1927）」（『魯迅全集』第16巻、2005年版）の6月14日の項に、「上午
得三弟信，6日発、于是《小約翰》全書具成。」とある。
11	私が目をとおした小論の主題に関する論文等、参考とした文献等は次のものにとどまる。
以下適宜に、小論の中で具体的に言及することにする。
	〔中国語参考文献〕
	 ①	「女師大風潮和三・一八惨案」、許羨蘇、「回憶魯迅先生」、1961・6・30、『魯迅研究資
料』第3輯、文物出版社、1979・2、内部発行
	 ②	「未名社出版的書籍和期刊」、李霽野、『魯迅先生与未名社』（湖南人民出版社、1980・
7）所収
	 ③	『魯迅伝略』、朱正、人民文学出版社、1982・9
	 ④	『《両地書》研究』、王得后、天津人民出版社、1982・9
	 ⑤	「智慧的痛苦―試析魯迅訳介『小約翰』的思想動因」、袁荻涌、『昭通師専学報（社
会科学）』第19巻第3期、1997年第3期
	 ⑥	『魯迅年譜（増訂本）』全4巻、李何林主編、人民文学出版社、2000・9
376
	 ⑦	「一個童話」、孫郁、『小約翰』（胡剣虹訳、華夏出版社、2004・5）所収、原載は『書摘』
	 ⑧	「在自身中看見神―読魯迅訳作『小約翰』」、牛布衣、『小約翰』（胡剣虹訳、華夏出
版社、2004・5）所収、原載は、“新浪論壇”、2003・8・29
	 ⑨	「過屠門而大嚼：訳童話詩『小約翰』（1928）」、王友貴、『翻訳家魯迅』、南開大学出版
社、2005・7
	 ⑩	「魯迅中期翻訳文本比較分析―荷蘭作家望・藹覃的成人童話『小約翰』」、呉鈞、『魯
迅翻訳研究』（斉魯書社、2009・1）所収
	 ⑪	「第5章　児童文学翻訳」、『二十世紀中国翻訳文学史　五四時期巻』、秦弓、百科文芸
出版社、2009・1
	 ⑫	「〈新童話観〉背後的啓蒙―重読魯迅訳本『小約翰』」、陳芸、『山西師大学報（社会
科学版）』第40巻第3期、2013・5
	 ⑬	「魯迅児童文学翻訳的叙事解読―以『小約翰』為例」、馬麗青、『牡丹江大学学報』第
22巻第12期、2013・12
	 ⑭	「関于『小約翰』的新訳本」、李新宇、『小約翰』（景文訳、長江文芸出版社、2017・9）
所収
	 ⑮	「第13章　童話翻訳（二）：望・藹覃的『小約翰』詮釈」、王家平、『《魯迅訳文全集》
翻訳状況与文本研究』、社会科学文献出版社、2018・5
	〔日本語参考文献〕
	 ①	「ヨハネス少年」、朝倉純孝、『世界名著大事典』第6巻、平凡社、1961・3・18
	 ②	『オランダ文学名作抄』、朝倉純孝、大学書林、1977・11・30
	 ③	「魯迅における『白心』の思想―エーデンの童話と蕗谷虹児の抒情画」、藤井省三、
『GS・たのしい知識』第3巻、1985・10・15
	 ④	「魯迅とアンデルセン―児童の発見とその思想史的意義―」、藤井省三、『伊藤漱
平教授退官記念　中国学論集』、汲古書院、1986・3・31
	 ⑤	「魯迅，ファン・エーデンへの共鳴―魯迅訳，パウル・ラッヘ〈《小さなヨハネス》
序文〉とポル・デ・モント〈フレデリック・ファン・エーデン〉の記述を中心に―」、
工藤貴正、『大阪教育大学紀要　第Ⅰ部門　人文科学』第44巻第1号、1995・9
	 ⑥	『ある中国特派員』、丸山昇、田畑書店、1997・6・15
	 ⑦	『中国国民革命―戦間期東アジアの地殻変動』、栃木利夫・坂野良吉、法政大学出版
局、1997・12・18
	 ⑧	『中国国民革命政治過程の研究』、坂野良吉、校倉書房、2004・3・15
	 ⑨	『魯迅と西洋近代文芸思潮論』、工藤貴正、汲古書院、2008・9・25
12	「オランダの海辺における砂の丘の風景は、本書の描写についてだけでも、憧れさせるの
に十分である。」（「引言」、1927・5・30）と言うように、魯迅は『小約翰』の風景描写に
当初、そしてその後も魅了された可能性がある（第五章には、海辺の風景はなく、森の
描写である）。
	 　「第13章　童話翻訳（二）：望・藹覃的『小約翰』詮釈」（王家平、『《魯迅訳文全集》翻
訳状況与文本研究』、社会科学文献出版社、2018・5）は、魯迅が当初『小さなヨハネス』
に魅了された理由を、風景の描写に求める以外に、次のように指摘する。
	「この第五章は小さなヨハネスの人生の転折点と言うこともできる。彼は将知に会い、将
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知は言う、彼はいま『真の本』を探しているところで、その本は『大きな幸福と大いな
る太平』をもたらすことができる、と。
	 　小さなヨハネスはのちにこの『真の本』を捜しだすことができるのかどうか。作者
〔ファン・エーデン〕はここに幾重もの緊張感を留めておいた。（中略）魯迅は日本留学
時期において、まさしく自分の人生の『真の本』を捜していた時代だということができ
る。（中略）
	 　孜
し
孜
し
としてたゆまず問題の答えを捜していた青年魯迅は、小さなヨハネスが将知の言
う『真の本』を捜そうとすることを読んだとき、その内心に心を動かされないはずがな
かった。まして『小さなヨハネス』の作者は『詩医』であり、これも彼に『非常に心を
引かれる』思いをさせた。」（234頁）
	 この点について、「象徴主義と魯迅訳『小さなヨハネス』」（工藤貴正、『魯迅と西洋近代
文芸思潮論』〈汲古書院、2008・9・25〉所収）は次のように指摘する。
	「はじめて『小さなヨハネス』に出会った1906年時点での作品と作者エーデンに対する魯
迅の共感の度合いと、翻訳を開始した1926年の時点での魯迅の共感の度合いとでは、後
者の方が当然深まっていると考えられる。」（190頁）
	 　小論は、魯迅の共感の度合いがどの点において深まったのかについて、当時の状況の
中での共感の度合いと内容を推測する。
13	「魯迅における『白心』の思想―エーデンの童話と蕗谷虹児の抒情画」（藤井省三、『GS・
たのしい知識』第3巻、1985・10・15）は、1927年四・一二反共クーデターと『小さなヨ
ハネス』を関連づけて、概ね次のように指摘する。魯迅を支え、「人類とその苦悩が存在
する」状況を直視させ続けた思想は、「人の愛、赤子の心」であり、こうした純真無垢の
精神こそが不条理な現実を最もよく認識でき、人を改革者にさせる精神である、と「引
言」で魯迅は語るとする。
	 　また、「象徴主義と魯迅訳『小さなヨハネス』」（工藤貴正、『魯迅と西洋近代文芸思潮
論』〈汲古書院、2008・9・25〉）は次のように指摘する。
	「『小さなヨハネス』の翻訳を完全に決意させたエネルギーの源は26年3月18日のいわゆ
る〈三・一八事件〉から来るものであり、かつ〈三・一八事件〉は『鋳剣』の創作動機
と関係を密にする。そしてまた、『小さなヨハネス』翻訳を早め貫徹させるエネルギーの
源は27年4月12日の〈四・一二クーデター〉発生から来るものであろう。」（184頁）
	 　小論では、上記の指摘を参照しつつ、『小さなヨハネス』の主題と翻訳の動因を関連さ
せて、自分なりの推測を出すことにする。
14	「引言」（前掲）で、「将知」について魯迅は次のように言う。
	「文章を必ず直訳に近くしようとしたのと逆に、人物名はむしろ意訳した、というのもそ
れは象徴であるから。小精霊Wistikは去年相談して決めたのは『蓋然』である。今、『蓋』
は疑問詞であり、やや不適切なところがあることから、いっそ勝手に『将知』と改めた。」
（「引言」、8頁）
	 　私が目をとおした、その後の『小約翰』の中国語訳本には、『小約翰』（胡剣虹訳、華
夏出版社、2004・5）と『小約翰』（景文訳、長江文芸出版社、2017・9）があり、ともに
1895年初版の英文訳本（中国国家図書館所蔵、周作人寄贈本）を底本として翻訳すると
している。後者の人名訳は、魯迅を踏襲している。前者は、「旋児」を「牽牛小子」、「将
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知」を「万事通」、「穿鑿」を「毀滅者」と訳す。
15	「引言」（前掲）で、「栄児」について魯迅は次のように言う。
	「少女Robinettaは、私は長い間その意味が分からず、音訳しようと考えた。本月中旬、江
紹原先生になんとか最後の調査を依頼し、数日後に返信があった。
	『ROBINETTAという名前は、ウェブスター大辞典の人名録に収録されていません。私は
それがROBINと陰陽の関係ではないかと疑い、そのためまたROBINを調べ、以下の解釈
を見ました。
	 　ROBIN：ROBERTの親しい呼称、ROBERTの本来の字義は〈令名赫赫〉。』
	 それでは、良いだろう、『栄児』と訳す。」（「引言」、9頁）
16	「引言」（前掲）で、「穿鑿」について魯迅は次のように言う。
	「科学研究の冷酷な精霊Pleuzer、すなわち独訳Klauberは、本来もっともよいのは『挑剔
者〔細かなことを厳しくせんさくする者〕』と訳すもので、挑とは選択することを言い、
剔とはせんさくすることを言う。しかし陳源教授が『騒動を挑剔する』という妙語を造
りだして以後、用いることを敬遠している。なぜなら恐らく《閑話》の指導力は大変偉大
であって、この訳語もいきなり『挑発』であると解釈されるだろうから。これを学者の
別名とするならば、その行いは刀筆の吏と同じであり、そのためにまた重罪となる。そ
れよりいっそのこと『穿鑿』と訳したほうが良い。」（「引言」、9頁）
17	「引言」（前掲）で、魯迅は次のように分かりやすく言い直している。小さなヨハネスは、
「困難な道にのぼった、この道は大きくて暗い都市に向かうものであり、この都市は人間
性と彼らの悲痛の存在するところである。」（「引言」、8頁）
18	夕方の、西の空に現れる太陽に続く黄金の雲の門は、黄金の洞窟の入り口は、第14章の
記述からすると、太陽へ回帰する入り口であったと思われる。旋児と「死」とが同舟し、
黄金の門に向かう。ゆえにそれは、太陽への回帰で、ヨハネスのすべての疑問が解消す
る道でもあり、同時に「死」と同行するヨハネスの死をも意味する道であると思われる。
この黄金の雲の門は、第1章から現れ、第2章、第4章、第9章にも現れ、最終章の第14
章に現れて、クライマックスとなる。そして動物や植物の死が話題となったり（第1章）、
生き物の死、蛍の婚約者、若いコガネムシ等の虫たちの死として（第2、4章）、枯れる
植物の死として（第7章）、首から血を流す野ウサギ（第10章）、きらびやかに踊る女性
等の、人間の死と遺骸の参観（第11章）、また父の死として（第13章）現れている。
19	『孟子』（金谷治、『新訂中国古典選』第5巻、朝日新聞社、1966・6・1）の「離婁篇　第
四」の「百一」に、「孟子曰。大人者。不失其赤子之心者也。孟子曰わく『大人とはその
赤子の心を失わざる者なり。』（中略）赤子の心を（中略）、恐らく、大
すぐ
れた人の心の純一
さ、あるいは親を慕う孝心をいうもの、とみるのがよかろう。」
	 　魯迅が「引言」で使用した意味は、児童の、幻想をも含みこんだ純真な心のありよう
と解釈する。
20	「第5章　児童文学翻訳」（『二十世紀中国翻訳文学史　五四時期巻』、秦弓、百科文芸出
版社、2009・1）は次のように指摘する。
	「『小さなヨハネス』は一定の意味から言えば、選択に関する童話である―どのような
生活態度を選択するのか、どのような生き方を選択するのか、どのような発展の展望を
選択するのか。」（189頁）
